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杭状改良地盤の場合、許容支持力度（ｋN／㎡）又は許容支持力（ｋN／本）を表示すること
とする。

○現行

杭状改良地盤の場合は、改良後の許容支持力度（ｋN／㎡）又は許容支持力（ｋN／本）を表示することとする。

○改正内容

「地盤の許容応力度（ｋN/㎡）」又は「杭の許容支持力（ｋN/本）」のいずれかの表示方法によることとなっており、柱状
改良や鋼管杭などの杭状改良を行った地盤については、許容支持力等を表示することができない。

（日本住宅性能表示基準 別表１及び別表2-1 1-6（は）項）
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杭状改良地盤の表示基準の追加 （1-6 地盤又は杭の許容支持力等及びその設定方法）①

［現行］ ［追加］



１．構造の安定
に関すること

１－６ 地盤又は
杭の許容支持力
等及びその設定
方法

地盤又は杭に見込んでいる常時作用する荷重に対し抵抗し得る力の大きさ及び地盤に見込んでい
る抵抗し得る力の設定の根拠となった方法

□地盤の許容応力度［ ｋN／㎡］ □杭の許容支持力［ ｋN／本］

■杭状改良地盤の許容支持力度［ ●● ｋN／㎡］ □杭状改良地盤の許容支持力［ ｋN／本］

地盤調査方法等［ スウェーデン式サウンディング試験 ］

改良の方法 ［ 深層混合処理工法 ］

■住宅性能評価書記載例※

2

例１）杭状改良地盤の許容支持力度と、地盤調査方法及び改良の方法を記載

※住宅性能評価書は、記載必要事項が記載されていれば、評価機関毎に様式を定められる。

杭状改良地盤の表示基準の追加 （1-6 地盤又は杭の許容支持力等及びその設定方法）②


